
覚
盛
と
俊
芿
に
見
る
通
受
と
自
誓
受
戒

蓑
輪
顕
量

は
じ
め
に

中
世
の
律
宗
復
興
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
俊
芿
（
一
一
六
六
〜
一
二
二
七
）、
貞
慶
（
一
一
五
五
〜

一
二
一
三
）、
覚
盛
（
一
一
九
三
〜
一
二
四
三
）、
良
遍
（
一
一
九
四
〜
一
二
五
二
）、
叡
尊
（
一
二
〇
一
〜
一
二
九
〇
）、
円
照
（
一
二
二
一
〜
一
二
七

七
）、
等
の
名
が
ま
ず
は
挙
が
る
。
中
で
も
、
理
論
的
な
肉
付
け
を
し
た
と
目
さ
れ
る
人
物
は
覚
盛
で
あ
る
。
覚
盛
は
貞
慶
が
覚
真
を
通
じ

て
興
福
寺
内
に
創
建
し
た
常
喜
院
に
学
ん
だ
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
早
く
に
京
都
の
泉
涌
寺
に
伝
わ
っ
た
宋
代
の
復
興
な
っ
た
南
山
律
宗
に

触
れ
て
い
る
。
俊
芿
が
帰
国
し
て
、
日
本
に
南
山
律
宗
の
復
興
者
、
霊
芝
元
照
の
著
述
し
た
『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
が
も
た
ら
さ
れ
た

が
、
そ
れ
を
貞
慶
の
弟
子
、
戒
如
が
南
都
に
も
た
ら
し
た
こ
と
が
『
不
可
棄
法
師
伝
』
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
宋
代
の
南
山
律
宗
の
典
籍
を
学
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
覚
盛
が
、
や
が
て
南
都
に
お
い
て
戒
律
復
興
の
理
論
的
な
提
唱
者
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
初
期
に
「
自
誓
」
と
「
通
受
」
の
問
題
が
存
在
す
る
。
自
誓
受
戒
は
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）

に
東
大
寺
の
法
華
堂
に
お
い
て
、
叡
尊
、
覚
盛
、
円
晴
、
有
厳
の
四
名
が
ほ
ぼ
一
週
間
参
籠
し
て
行
っ
た
こ
と
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
自
誓
受
戒
と
、
泉
涌
寺
の
自
誓
、
後
に
一
般
化
す
る
南
都
の
通
受
と
の
関
係
は
、
ま
だ
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
元
休
の
『
徹
底
章
』
に
よ
れ
ば
、「
北
京
に
は
自
誓
比
丘
と
呼
び
南
都
に
は
通
受
比
丘
と
呼
ぶ
」
と
の
言
及
が
あ
り
、
そ
の
呼
称

の
相
違
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
も
一
度
、
簡
単
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
蓑
輪
﹇
二
〇
〇
九
﹈）、
ま
だ
充
分
に
論
じ
尽
く
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し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
こ
の
小
論
で
再
び
考
察
を
試
み
て
み
た
い
と
思
う
。

一

サ
ン
ガ
の
入
門
儀
礼

そ
も
そ
も
受
戒
と
は
僧
侶
に
な
る
た
め
の
入
門
の
規
矩
で
あ
る
。
仏
教
サ
ン
ガ
に
お
け
る
新
規
参
入
者
が
正
式
の
比
丘
と
し
て
認
め
ら
れ

る
た
め
の
入
門
方
法
は
、
律
蔵
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
複
数
の
あ
り
方
が
存
在
し
た
。
三
師
七
証
に
よ
る
白
四
羯
磨
形
式
に
よ
る
受
戒
が

正
式
な
も
の
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
釈
尊
以
来
の
サ
ン
ガ
の
伝
統
の
中
に
は
、
十
種
類
の
得
戒
方
法
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
典

型
が
『
十
誦
律
』
巻
第
五
十
六
に
伝
わ
る
十
種
得
戒
で
あ
る
。
こ
の
十
種
得
戒
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
を
通
じ
最
も
格
式
の
高
か
っ
た
法

勝
寺
御
八
講
に
お
い
て
も
論
題
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
第
五
日
夕
座
の
第
一
問
目
に
問
題
と
な
っ
て

い
た
。第

五
日
夕
座

講
師
仲
胤
（
延
暦
寺
）

問
者
猷
仁
阿
闍
梨
（
三
井
寺
）

問
。
摩
訶
止
観
中
、
□
十
種
得
戒
。
其
中
第
一
自
然
得
戒
、
仏
独
覚
歟
。

進
云
、
仏
言
善
来
﹇
文
﹈。

付
之
、
既
云
善
来
無
自
然
義
。
況
第
七
有
善
来

戒
。
依
之
経
論
開
諸
部
律
儀
中
、
以
仏
独
覚
為
自
然
得
戒
人
耶
。

（
問
者
）
質
問
す
る
。『
摩
訶
止
観
』
中
に
十
種
得
戒
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
の
第
一
の
自
然
得
戒
は
仏
や
独
覚
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
答
者
）（
回
答
記
載
さ
れ
ず
）

（
問
者
）
進
め
て
言
う
こ
と
に
は
、「
仏
言
わ
く
、
善
来
。」
と
﹇
文
﹈。
こ
れ
に
つ
い
て
、
す
で
に
善
来
に
自
然
の
義
は
無
い
と
言
っ
て

い
る
。
ま
し
て
や
第
七
に
善
来
の
戒
が
あ
る
か
ら
に
は
な
お
さ
ら
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
論
は
、
諸
部
の
律
を
開
く
中
に
、

仏
独
覚
を
も
っ
て
、
自
然
得
戒
の
人
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
答
者
）（
回
答
記
載
さ
れ
ず
）

こ
こ
に
記
さ
れ
た
問
題
の
典
拠
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
四
上
の
記
述
（
大
正
四
六
、
三
六
上
二
五
〜
中
五
）
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
最
初
の

典
拠
は
『
十
誦
律
』
巻
第
五
十
六
で
あ
り
、
そ
の
原
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

十
種
類
に
具
足
戒
を
明
ら
か
に
す
る
。
何
が
十
で
あ
る
か
。
仏
世
尊
は
自
然
に
師
無
く
し
て
具
足
を
得
る
。
五
比
丘
は
悟
り
を
得
る
こ

と
が
具
足
戒
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
長
老
摩
訶
迦
葉
は
、
自
ら
誓
う
こ
と
が
具
足
戒
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
蘇
陀
は
随
順
し
て
仏
の
論

に
答
え
た
の
で
、
具
足
戒
を
得
る
。
辺
地
に
は
自
律
の
わ
ず
か
に
五
人
で
、
具
足
戒
を
授
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
摩
訶
波
闍
波
提
比
丘

尼
は
八
重
法
を
受
け
る
こ
と
が
具
足
戒
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
半
迦
尸
尼
は
使
を
遣
わ
し
具
足
戒
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
は

「
善
く
来
た
れ
比
丘
よ
」
と
命
じ
具
足
戒
を
得
る
。
三
宝
に
帰
命
し
已
り
て
三
た
び
「
我
れ
仏
に
随
い
出
家
せ
ん
」
と
唱
え
る
こ
と
が

具
足
戒
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
白
四
羯
磨
に
よ
っ
て
具
足
戒
を
得
る
。
こ
れ
を
是
名
十
種
具
足
戒
と
名
づ
け
る
。

十
種
明
具
足
戒
。
何
等
十
。
佛
世
尊
自
然
無
師
得
具
足
戒
。
五
比
丘
得
道
即
得
具
足
戒
。
長
老
摩
訶
迦
葉
自
誓
即
得
具
足
戒
。
蘇
陀
隨

順
答
佛
論
故
得
具
足
戒
。
邊
地
持
律
第
五
得
受
具
足
戒
。
摩
訶
波
闍
波
提
比
丘
尼
受
八
重
法
即
得
具
足
戒
。
半
迦
尸
尼
遣
使
得
受
具
足

戒
。
佛
命
善
來
比
丘
得
具
足
戒
。
歸
命
三
寶
已
三
唱
我
隨
佛
出
家
即
得
具
足
戒
。
白
四
羯
磨
得
具
足
戒
。
是
名
十
種
具
足
戒
。

（
大
正
二
三
、
四
一
〇
上
六
〜
一
四
)

こ
の
十
種
得
戒
は
師
無
く
し
て
自
然
に
戒
を
得
た
と
解
釈
さ
れ
る
釈
尊
自
身
の
例
か
ら
始
ま
り
、
長
老
摩
訶
迦
葉
が
自
誓
し
て
具
足
戒
を

得
た
例
、
そ
し
て
十
人
の
大
僧
に
よ
る
白
四
羯
磨
に
よ
る
具
足
戒
受
戒
ま
で
の
十
例
が
語
ら
れ
る
。
歴
史
的
に
は
こ
の
よ
う
な
種
々
の
具
足

戒
の
受
戒
に
よ
っ
て
正
式
の
比
丘
比
丘
尼
（
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
僧
尼
と
呼
ば
れ
た
）
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
記
事

か
ら
議
論
さ
れ
た
点
は
、
そ
れ
は
最
初
の
釈
尊
の
具
足
戒
受
得
と
、
第
七
番
目
の
「
善
く
来
た
れ
」
と
述
べ
る
だ
け
で
の
具
足
戒
受
得
の
場

覚盛と俊芿に見る通受と自誓受戒
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合
の
相
違
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
七
衆
戒
の
一
つ
で
あ
る
具
足
戒
の
受
戒
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
止
め
た

い(1
)。さ

て
、
十
二
世
紀
の
後
半
期
に
は
、
日
本
に
お
け
る
受
戒
事
情
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
九
条
兼
実
（
一
一

四
九
〜
一
二
〇
七
）
の
日
記
で
あ
る
『
玉
葉
』
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
九
月
二
十
九
日
条
に
は
「
伝
授
の
人
を
以
て
師
と
為
す
べ
し
、
而
る

に
近
代
の
名
僧
等
、
一
切
、
戒
律
を
知
ら
ず
、
禅
仁
、
忠
尋
等
の
時
マ
デ
ハ
名
僧
等
皆
、
授
戒
を
好
む
。
其
れ
よ
り
以
後
は
都
て
此
の
事
無

し
。
近
代
の
上
人
、
皆
、
此
の
道
を
学
ぶ
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
一
時
期
、
戒
律
に
対
す
る
理
解
が
僧
侶
の
間
に
も
ほ

と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る(2)。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
律
苑
僧
宝
伝
』
に
記
さ
れ
た
実
範
の
伝
記
に
従
え
ば
、
唐
招
提
寺
は
寺
内

を
農
夫
が
耕
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
如
法
の
受
戒
も
持
戒
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
大
寺
の
場
合
は
、
貞
慶
の
「
戒
律
興
行
願
書
」
に
よ
れ
ば
、
戒
壇
院
で
行
わ
れ
る
受
戒
時
に
は
東
大
寺
の
中
門
堂
・
法
華
堂
衆
お
よ
び

興
福
寺
の
東
・
西
両
金
堂
の
堂
衆
が
戒
師
と
し
て
関
わ
り
、
鑑
真
以
来
の
受
戒
が
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
時
代
は
降
る
が
、
無
住
一
円
の
『
沙
石
集
』
に
伝
え
ら
れ
る
記
事
に
よ
れ
ば
、「
中
古
ヨ
リ
ハ
只
、
名
斗
リ
受
戒
ト
云
テ
、
諸
国
ヨ
リ

上
リ
集
リ
、
戒
壇
ヲ
走
廻
リ
タ
ル
計
リ
ニ
テ
、
大
小
ノ
戒
相
モ
不
知
、
犯
制
ノ
行
儀
ヲ
モ
不
辨(3)」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

無
住
は
中
世
の
遁
世
門
に
よ
る
律
宗
復
興
に
与
す
る
側
に
立
っ
た
僧
侶
で
あ
り
、
多
少
、
斟
酌
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
南
都
に
如
法
の
受
戒
が
連
綿
と
続
い
て
い
た
と
は
言
い
難
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
戒
律
の
復
興
を
念
願
す
る
者
が
現
れ
た
。
彼
ら
は
如
法
の
受
戒
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
戒
を
護
る
原
動

力
と
な
る
「
戒
体
」
が
失
わ
れ
て
久
し
い
と
考
え
、
戒
体
を
再
び
復
活
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
最
初
が
俊
芿
で
あ
り
次
が
覚
盛
で
あ
っ

た
。
ま
ず
、
そ
の
理
論
を
提
唱
し
た
泉
涌
寺
の
俊
芿
か
ら
考
察
す
る
。

二

俊
芿
の
戒
律
復
興
と
「
自
誓
」
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俊
芿
自
身
が
自
誓
受
戒
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
「
十
八
歳
、
剃
髪
す
。
十
九
歳
夏
四
月
八
日
、
太
宰
府
観
世

音
寺
に
於
い
て
具
足
戒
を
受
く
。
其
の
後
或
い
は
本
師
に
従
い
、
或
い
は
諸
方
に
訪
ら
う(4)」
と
あ
り
、
筑
紫
観
世
音
寺
で
具
足
戒
を
一
度
受

戒
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
、
こ
の
時
点
で
は
自
誓
受
戒
と
は
関
係
が
無
い
。
し
か
し
、
戒
律
に
対
す
る
関
心
は
強
く
、「
諸

法
に
訪
ら
う
」
と
あ
る
か
ら
、
各
地
を
廻
っ
て
修
学
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
大
谷
由
香
﹇
二
〇
一
七
﹈
は
、
俊
芿
が
叡
山
の
円
戒
思
想
を
学
び
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
谷
の
論

文
は
、
南
都
の
伝
統
で
は
三
聚
浄
戒
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
の
は
菩
薩
性
で
あ
っ
て
比
丘
性
で
は
な
い
こ
と
が
執
拗
に
語

ら
れ
て
い
た
が(5)、『
律
宗
問
答
』
に
掲
載
さ
れ
る
俊
芿
と
中
国
僧
と
の
問
答
か
ら
、
俊
芿
が
円
宗
の
戒
体
を
発
得
す
る
手
立
て
と
し
て
大
乗

法
で
あ
る
「
三
聚
羯
磨
」
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

俊
芿
は
三
聚
羯
磨
が
円
宗
の
戒
体
を
発
得
す
る
こ
と
を
認
め
、
自
誓
受
戒
に
よ
っ
て
も
円
宗
の
戒
体
を
発
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

主
張
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
大
谷
﹇
二
〇
一
七
、
八
三
〜
八
四
﹈）。
こ
の
こ
と
は
俊
芿
が
帰
国
し
て
後
、『
菩
薩
戒
義
疏
』
の
講
説
を
行
っ
た

時
に
も
彷
彿
と
さ
れ
、
円
琳
の
著
述
し
た
『
菩
薩
戒
義
疏
巻
上
鈔
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
小
乗
律
と
菩
薩
戒
と
を
対
比
さ
せ
、
小
乗
な
ら
ば

「
衆
は
七
、
戒
は
五
」
と
し
て
七
衆
戒
を
掲
げ
、「
若
し
菩
薩
戒
な
ら
ば
、
七
衆
は
三
聚
浄
戒
を
通
受
す
」
と
述
べ
、
十
重
禁
等
に
別
受
が
無

い
こ
と
を
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

但
し
今
、
方
法
の
同
じ
で
な
い
こ
と
を
言
え
ば
、
通
受
の
法
に
お
い
て
、『
梵
網
（
経
）』『
地
持
（
経
）』『（
菩
薩
）
瓔
珞
本
業
（
経
）』

等
の
不
同
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
占
察
（
経
）』
の
意
趣
は
、
戒
縁
が
無
い
故
に
比
丘
界
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
懺
悔
法
を
も
っ
て
、
す
ぐ
に
好
相
を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
比
丘
の
具
足
戒
を
得
る
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
自
誓
受
戒
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
菩
薩
の
三
聚
浄
戒
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

但
今
云
方
法
不
同
者
、
於
通
受
法
、
而
有
梵
網
、
地
持
、
瓔
珞
等
不
同
也
。
又
占
察
経
意
、
若
無
戒
縁
故
、
不
能
受
比
丘
戒
者
、
用
懺

悔
法
、
即
見
好
相
、
応
得
比
丘
具
足
戒
也
。
雖
如
菩
薩
自
誓
受
戒
、
而
非
菩
薩
三
聚
浄
戒
也
。

（『
浄
土
宗
全
書
』
続
十
一
、
六
九
上
)
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こ
の
後
半
の
「
菩
薩
の
自
誓
受
戒
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
菩
薩
の
三
聚
浄
戒
で
は
な
い
」
と
い
う
言
及
は
、
明
ら
か
に
三
聚
浄
戒
を
受
戒
し

て
比
丘
の
具
足
戒
を
得
る
と
い
う
『
占
察
経
』
の
記
述
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
戒
縁
が
な
く
比
丘
戒

を
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
懺
悔
と
好
相
の
有
無
を
要
件
と
し
な
が
ら
も
、
三
聚
浄
戒
の
受
戒
が
そ
の
ま
ま
比
丘
の
具
足
戒
の
発
得
に
な
る
こ

と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
を
裏
返
し
て
理
解
す
れ
ば
、
形
式
的
に
は
、
自
誓
受
戒
は
菩
薩
の
三
聚
浄
戒
の
受
戒
と
全
く
異
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
こ
の
点
に
関
す
る
疑
問
は
、
後
に
覚
盛
の
『
二
受
鈔
』
第
八
問
答
に
も
現
れ
て
い
る
（
蓑
輪
﹇
二
〇
〇
二
、
二
七
〜
二
九
﹈）。
ち
な
み
に
、

こ
の
懺
悔
と
好
相
は
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
の
東
大
寺
法
華
堂
に
お
け
る
自
誓
受
戒
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
自

誓
受
戒
時
に
お
け
る
懺
悔
と
好
相
は
、
南
都
と
北
京
の
戒
律
復
興
が
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
り
う
る
。

こ
の
『
菩
薩
戒
義
疏
巻
上
鈔
』
の
記
述
か
ら
考
え
て
、
俊
芿
が
三
聚
浄
戒
の
受
戒
を
通
じ
て
、
比
丘
の
具
足
戒
の
発
得
が
可
能
で
あ
る
と

認
め
て
い
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
俊
芿
自
身
が
実
際
に
自
誓
受
戒
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
確
証
が
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
元
休
の
『
徹
底
章
』
の
記
事
に
従
え
ば
、
俊
芿
本
人
は
密
か
に
行
っ
た
と
伝
え
る
。
す
な
わ
ち
『
徹
底
章
』
冒
頭
の
「
北

京
自
誓
比
丘
戒
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
事
が
見
え
る
。

（
俊
芿
は
）
建
暦
元
年
（
歳
は
辛
未
に
次
る
）
帰
朝
さ
れ
た
。
僧
衆
が
ま
だ
満
ち
て
い
な
か
っ
た
間
は
、
十
僧
受
戒
の
儀
式
は
無
か
っ
た
。

そ
こ
で
、『
占
察
経
』
の
明
文
と
（
智
）
首
律
師
の
解
釈
の
義
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
た
め
に
密
か
に
自
誓
受
戒
の
儀
を
行
わ
れ
た
。
外

に
み
え
る
威
儀
の
た
め
に
、
強
い
て
南
北
登
壇
の
法
を
残
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
自
誓
比
丘
戒
に
お
い
て
は
、
南
都
に
は
異
論

に
及
ん
だ
け
れ
ど
も
、
北
嶺
で
は
紛
ら
わ
し
い
争
い
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

建
暦
元
年
（
歳
次
辛
未
）
帰
朝
。
僧
衆
未
満
之
間
、
無
十
僧
受
戒
之
儀
。
依
之
、
勘
占
察
経
明
文
、
首
師
釈
義
、
為
自
行
密
自
誓
受
戒

儀
。
為
於
外
儀
、
強
存
南
北
登
壇
之
法
。
是
故
於
自
誓
比
丘
戒
者
、
南
都
雖
及
異
論
、
北
嶺
絶
紛
諍
者
也
。

（
鈴
木
・
日
蔵
六
一
、
二
四
五
上
)
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俊
芿
は
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
帰
朝
し
て
か
ら
以
降
、（
戒
体
を
発
得
し
て
い
る
）
僧
衆
が
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
、（
三
師
七
証
の
）
十
僧

に
よ
る
受
戒
は
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
俊
芿
は
『
占
察
経
』
と
智
首
律
師
の
解
釈
（『
大
疏
』）
に
従
っ
て
「
密
か
に
自
誓
受
戒
の
儀
」
を

行
っ
た
と
伝
え
る
。
し
か
も
「
外
儀
」
は
南
北
登
壇
の
法
を
残
し
た
（
南
都
の
白
四
羯
磨
形
式
の
受
戒
作
法
と
北
嶺
の
大
乗
戒
の
受
戒
作
法
の
二
つ

で
あ
ろ
う
）
の
で
、
争
い
は
起
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
を
信
頼
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
誓
受
戒
は
俊
芿
自
身
が
密
か
に
行
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
南
北
登
壇
の
法
、
す
な
わ
ち
白

四
羯
磨
形
式
の
具
足
戒
受
戒
と
大
乗
戒
の
三
聚
浄
戒
形
式
と
を
否
定
せ
ず
に
残
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
自
誓
受
戒
の
形
式
は
、
三
聚
浄

戒
羯
磨
で
行
う
が
、
そ
の
他
の
形
式
も
伝
統
に
従
っ
て
否
定
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
事
実
、『
徹
底
章
』
の
問
答
の
中
に
は
、「
三
聚
羯

磨
を
以
て
戒
を
受
得
せ
ば
、
摂
律
儀
は
七
衆
の
戒
な
る
が
故
に
、
五
、
八
、
十
、
具
の
戒
は
円
満
に
成
就
す
る
こ
と
は
勿
論
な
り
」（
鈴
木
・

日
蔵
六
一
、
二
四
五
下
〜
二
四
六
上
）
と
あ
り
、
七
衆
戒
を
否
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
三
聚
羯
磨
で
受
戒
す
る
時
の
説
相
の
問
答
に
も
表
れ

て
い
る
。

答
え
る
。
南
都
の
多
く
は
十
重
戒
を
説
く
。
共
不
共
の
根
本
の
重
戒
で
あ
る
か
ら
。
北
京
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
七
衆
の
戒
を
受
け
た

か
ら
に
は
、
五
、
八
、
十
、
具
（
足
戒
）
の
戒
相
を
宣
説
す
る
。
説
相
と
い
う
の
は
随
行
の
始
め
で
あ
る
。

答
。
南
都
多
分
説
十
重
、
共
不
共
根
本
重
故
。
北
京
不
爾
。
既
受
七
衆
戒
、
宣
説
五
八
十
具
戒
相
。
説
相
者
随
行
始
也
。

（
鈴
木
・
日
蔵
六
一
、
二
四
五
上
〜
二
四
六
下
)

こ
の
『
徹
底
章
』
の
記
述
に
依
れ
ば
、
北
京
の
三
聚
浄
戒
羯
磨
に
よ
る
受
戒
は
、
説
相
に
七
衆
戒
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
具
足
戒
を
受
得
す
る
時
の
説
相
は
、
四
波
羅
夷
法
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
こ
こ
の
記
述
は
重
要
で
あ
り
、
俊
芿
の
主
張
す
る
三

聚
浄
戒
羯
磨
に
よ
る
具
足
戒
の
発
得
は
、『
占
察
経
』
の
記
述
を
中
心
的
な
根
拠
と
し
て
、
七
衆
戒
を
意
識
し
て
主
張
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
京
の
三
聚
浄
戒
羯
磨
に
よ
る
具
足
戒
受
得
は
、『
占
察
経
』
と
七
衆
戒
が
意
識
さ
れ
た
受
戒
で
あ
り
、
こ
こ
に
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泉
涌
寺
の
三
聚
浄
戒
羯
磨
が
、「
自
誓
」
と
呼
ば
れ
る
第
一
の
理
由
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
南
都
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
記
述
で
は
「
南
都
に
は
多
分
に
十
重
を
説
く
」
と
記
さ
れ
、『
梵
網
経
』
の
十
重
戒
が
説
相
と

し
て
用
い
ら
れ
た
と
述
べ
る
。
覚
盛
の
主
張
の
中
で
は
、
確
か
に
十
重
戒
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
。
ま
た
俊
芿
に
は
、
自

誓
受
戒
は
戒
師
の
揃
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
危
機
的
な
状
況
の
中
で
の
み
許
さ
れ
る
、
危
機
回
避
の
た
め
の
受
戒
で
あ
る
と
の
視
点
が
存
在
し

た
。
こ
の
自
誓
受
戒
を
支
え
る
根
拠
と
な
る
経
典
が
『
占
察
善
悪
業
報
経
』
で
あ
っ
た(6)。
経
典
で
自
誓
受
戒
を
認
め
る
の
は
こ
の
経
典
の
み

で
あ
る
が
、
本
経
は
東
ア
ジ
ア
、
お
そ
ら
く
は
朝
鮮
半
島
で
撰
述
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
経
典
で
あ
る
こ
と
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り(7)、
問
題

を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
自
誓
受
戒
を
支
え
る
経
証
と
し
て
俊
芿
は
使
用
し
た
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
三
聚
三
戒
」
は
三

聚
浄
戒
の
こ
と
で
あ
り
、
俊
芿
は
師
縁
が
整
わ
な
い
と
き
の
便
法
と
し
て
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
俊
芿
は
師
縁
の
無
い
場
合
と
い
う
限
定
条
件
の
も
と
慎
重
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と

が
、『
徹
底
章
』
の
問
答
か
ら
も
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
「
彼
の
経
の
説
相
は
、
未
来
に
好
師
無
く
法
滅
の
時
代
に
自
誓
を
用
う
べ
き
旨
、
之

れ
を
説
け
り
」（
鈴
木
・
日
蔵
六
九
、
二
四
六
上
）
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
好
師
の
な
い
場
合
と
の
限
定
を
設
け
て
い
る
。
俊
芿
が
三
聚
浄
戒

を
受
け
て
比
丘
の
具
足
戒
が
授
か
る
と
い
う
形
式
を
認
め
、『
占
察
経
』
の
記
述
に
基
づ
き
、
具
足
戒
の
自
誓
受
戒
が
有
る
と
主
張
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
を
取
り
立
て
て
自
誓
と
呼
称
し
た
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
た
。

質
問
す
る
。
南
都
に
お
い
て
は
慈
恩
大
師
の
解
釈
の
中
に
通
別
二
受
の
名
目
を
述
べ
て
い
る
が
、
北
京
に
お
い
て
は
そ
の
義
は
ど
の
よ

う
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
る
。
祖
師
の
解
釈
中
に
こ
の
名
目
は
全
く
な
い
。
だ
か
ら
上
古
に
は
多
く
は
自
誓
比
丘
戒
と
知
り
、
近
年
に
は

多
く
は
多
宗
の
名
目
を
借
り
て
、
通
別
二
受
と
言
っ
て
い
て
、
其
の
義
が
無
い
の
で
は
な
い
。

問
。
於
南
都
者
、
慈
恩
釈
中
述
通
別
二
受
名
目
。
於
北
京
其
義
如
何
。
答
。
祖
師
釈
中
都
無
此
名
目
。
故
上
古
多
知
自
誓
比
丘
戒
、
近

年
多
借
多
宗
名
目
、
称
通
別
二
受
、
而
非
無
其
義
。

（
鈴
木
・
日
蔵
六
九
、
二
四
七
上
)
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俊
芿
が
拠
り
所
と
す
る
天
台
や
南
山
律
宗
の
教
学
に
は
、
そ
も
そ
も
通
受
、
別
受
と
い
う
用
語
が
無
い
こ
と
が
、
北
京
の
三
聚
浄
戒
羯
磨

に
よ
る
受
戒
が
「
自
誓
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
理
由
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
受
戒
の
戒
相
に
七
衆
戒
を
用
い
る
と
し
た
点
が
南
都
の
覚
盛
の
も
の
と
大
き
く
異
な
る
の
で
、
こ
れ
が
「
自
誓
」
と
「
通
受
」
と

呼
び
分
け
ら
れ
る
相
違
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
一
番
の
原
因
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
南
都
で
通
受
に
よ
る
受
戒
時
の
説
相
に
、
十
重
戒
を
用
い
る
の
は
覚
盛
の
頃
で
あ
り
、
そ
の
教
え
を
継
承
す
る
唐
招
提
寺
が
、
受

戒
の
説
相
を
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
四
重
四
十
四
軽
戒
に
し
て
い
た
こ
と
が
、
凝
然
の
残
し
た
『
通
受
比
丘
両
寺
懺
悔
不
同
記
』（
以
降
、『
両

寺
不
同
記
』
と
略
記
）
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
徹
底
章
』
の
作
者
で
あ
る
元
休
は
、
唐
招
提
寺
の
戒
相
が
、『
瑜
伽
論
』
系
統
の

四
重
四
十
四
軽
戒
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、『
徹
底
章
』
の
述
作
時
期
は
、
凝
然
の
『
両
寺
不
同
記
』
よ
り
前
の
時
期

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
両
寺
不
同
記
』
の
述
作
年
時
は
正
確
な
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
が
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
よ
り
前
の
頃
と
推

定
さ
れ
る
か
ら
（
蓑
輪
﹇
二
〇
〇
二
、
二
八
〜
三
〇
﹈）、
お
そ
ら
く
本
書
も
同
じ
頃
、
す
な
わ
ち
十
三
世
紀
の
第
四
四
半
世
紀
に
は
成
立
し
て

い
た
と
推
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

五

中
世
の
自
誓
受
戒

中
世
に
行
わ
れ
た
自
誓
受
戒
で
明
確
な
記
録
が
残
る
の
が
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
の
東
大
寺
法
華
堂
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
時
に
は
覚
盛
、
叡
尊
、
円
晴
、
有
厳
の
四
人
が
参
加
し
、
彼
ら
は
「
自
誓
の
四
哲
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
な
か
で
も
叡
尊
は
、

後
に
西
大
寺
を
拠
点
に
大
き
な
活
動
を
な
し
た
。
ま
た
、『
徹
底
章
』
の
記
述
に
依
れ
ば
「
南
都
自
誓
受
戒
者
、
泉
涌
開
山
嘉
禄
三
年
閏
三

月
八
日
遷
化
之
後
、
過
十
箇
年
、
嘉
禎
二
年
九
月
二
日
、
於
東
大
寺
法
華
堂
（
中
略
）
同
自
誓
受
戒
、」（
鈴
木
・
日
蔵
六
一
、
二
四
六
下
）
と

あ
り
、
俊
芿
の
没
後
十
年
で
あ
る
こ
と
を
殊
更
に
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
注
目
す
べ
き
自
誓
受
戒
が
な
か
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
に
俊
芿
は
、
私
に
自
誓
受
戒
を
行
っ
た
が
「
相
承
が
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、
泉
涌
寺
で
は
、

覚盛と俊芿に見る通受と自誓受戒
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そ
の
後
し
ば
ら
く
は
「
自
誓
受
戒
」
は
無
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
叡
尊
は
、
そ
の
自
誓
受
戒
の
様
子
を
『
自
誓
受
戒
記
』
に
認
め
た
。
こ
の
史
料
は
西
大
寺
所
蔵
の
叡
尊
寿
像
の
胎
内
か
ら
発
見
さ

れ
、
す
で
に
翻
刻
が
為
さ
れ
、『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』（
以
降
、
集
成
と
略
記
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
と
、
叡
尊
の
自
伝
で

あ
る
『
感
身
学
正
記
』
の
記
述
か
ら
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
自
誓
受
戒
を
行
っ
た
の
か
追
い
か
け
て
み
た
い
。
こ
れ
ら

二
つ
の
史
料
を
用
い
て
自
誓
受
戒
の
様
子
を
記
述
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
の
春
か
ら
『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
講
義
を
聴
き
、
秋
に
は
全
巻
を
聞
き
終
え
、「
若
し
浄
戒
無
け
れ
ば
、
諸
善
の

功
徳
、
皆
、
生
じ
る
こ
と
無
し
」
と
の
『
遺
教
経
』
の
文
に
接
し
、
戒
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
し
て
自
誓
は
五
戒
、
八
戒
に

は
可
能
で
あ
る
が
、
具
足
戒
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
思
い
つ
つ
も
、「
仮
名
苾
蒭
の
称
を
離
れ
、
深
く
三
密
五
相
の
観
念
を
修
し
」
て
い

た
。
ま
た
、
覚
盛
律
師
が
竪
義
を
遂
げ
ら
れ
『
表
無
表
章
』
を
暗
誦
し
て
お
り
、
先
年
、
彼
を
訪
ね
ら
れ
よ
と
勧
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
常
喜
院
に
十
七
日
間
、
参
籠
し
た
。
こ
の
時
、「
一
遍
、
談
を
披
き
畢
ん
ぬ
」
と
あ
る
か
ら
、
覚
盛
か
ら
「
表
無
表
章
」
の
講
義

を
聴
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
此
の
釈
意
を
以
て
、
明
ら
か
に
知
り
ぬ
、
大
乗
七
衆
は
瑜
伽
等
の
聖
説
の
所
説
に
拠
り
、
三

聚
を
通
受
し
尽
未
来
際
、
自
従
従
他
、
其
の
発
心
に
随
い
て
、
皆
、
悉
く
戒
を
得
て
各
お
の
其
の
性
を
得
る
」（
集
成
、
九
頁
）
と
確
信
し
た

と
い
う
。
此
処
に
「
瑜
伽
等
の
聖
説
の
所
説
」
に
拠
る
と
あ
る
か
ら
、
覚
盛
や
叡
尊
等
に
と
っ
て
は
、
明
ら
か
に
『
占
察
経
』
以
外
に
も

『
瑜
伽
師
地
論
』
を
中
心
と
し
た
法
相
宗
系
の
史
料
、
す
な
わ
ち
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
表
無
表
章
な
ど
が
、
自
誓
受
戒
の
中
心
的
な
依
拠

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

翌
嘉
禎
二
年
七
月
十
八
日
、
常
喜
院
に
覚
盛
を
訪
ね
る
と
、
覚
盛
と
そ
の
同
志
が
、「
九
月
一
日
よ
り
東
大
寺
羂
索
院
に
参
詣
し
、
精
進

を
勤
め
致
す
べ
し
、
と
云
々
」（
集
成
、
三
〇
頁
）
と
あ
り
、
自
誓
受
戒
を
決
行
し
よ
う
と
覚
悟
を
決
め
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
叡
尊
は
自

ら
の
所
願
を
実
現
す
る
の
に
便
り
を
得
た
と
感
激
し
、
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

叡
尊
は
七
月
二
十
六
日
、「
退
出
の
後
、
分
に
随
い
て
懺
悔
」
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
八
月
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
「
四
分
戒
本
」

を
暗
誦
し
、
二
十
六
日
に
は
再
び
常
喜
院
に
覚
盛
を
訪
ね
た
。
こ
の
時
、
覚
盛
等
の
三
人
は
、
常
喜
院
に
お
い
て
好
相
を
祈
誓
し
、「
既
に
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好
相
を
得
」
て
い
た
と
い
う
。
叡
尊
は
自
ら
が
好
相
を
得
て
い
な
い
こ
と
に
「
悲
嘆
す
る
こ
と
尤
も
切
な
り
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
悲
嘆

の
中
に
も
東
大
寺
大
仏
殿
を
詣
で
て
、「
通
夜
祈
誓
」
を
行
っ
た
。
す
る
と
、
二
十
七
日
の
夜
に
「
戒
禅
院
に
お
い
て
好
相
」
が
有
り
（
集

成
、
三
〇
頁
）、
二
十
八
日
の
巳
時
（
午
前
十
時
頃
）、
大
仏
殿
に
お
い
て
「
現
瑞
」
が
あ
り
、
同
日
の
夜
、
戒
禅
院
に
お
い
て
「
好
夢
」
を
感

じ
、「
ま
た
、
好
相
を
得
」
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
「
ま
さ
に
戒
を
受
得
す
べ
き
旨
、
疑
い
を
止
む
」（
集
成
、
三
〇
頁
）
こ
と
と
な
り
、
戒
を

受
得
で
き
る
こ
と
に
対
し
て
全
く
疑
い
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
八
月
三
十
日
、
円
晴
、
有
厳
、
覚
盛
の
三
名
は
、
一
週
間
を
期
し
て
羂
索
院
に
参
籠
し
、
九
月
一
日
、「
各
自
、

自
誓
」
し
、
ま
ず
は
近
事
男
と
な
り
、
二
日
に
は
沙
弥
と
な
っ
た
。
三
日
に
は
円
晴
と
有
厳
は
「
菩
薩
大
苾
蒭
戒
の
位
に
登
り
」（
集
成
、

三
〇
頁
）、
覚
盛
と
叡
尊
は
、
四
日
に
同
じ
く
菩
薩
大
苾
蒭
位
に
登
っ
た
。
こ
こ
に
「
四
人
共
、
苾
芻
戒
を
受
」
け
た
と
記
さ
れ
る
。
九
月

四
日
の
時
点
で
、
四
人
と
も
具
足
戒
を
得
た
と
の
自
覚
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、「
七
日
夕
、
常
喜
院
に
帰
る
。
持
犯
を
詳
ら
か
に
せ
ん
が
為
、
急
い
で
要
篇
を
談
ず
。
い
わ
ゆ
る
二
衣
総
別
、
四
薬
受
浄
、
諸

雑
要
行
等
也
」（
集
成
、
三
〇
頁
）
と
あ
る
の
で
、
実
際
の
自
誓
受
戒
の
際
に
疑
問
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
叡
尊
の
『
自
誓
受
戒
記
』
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
伝
え
る
が
、
次
の
よ
う
な
注
目
さ
れ
る
一
節
が
あ
る
。

弥
勒
所
造
の
自
誓
の
羯
磨
、
速
や
か
に
菩
薩
の
大
比
丘
戒
に
変
ぜ
ん
こ
と
を
自
ら
誦
ぜ
ん
と
欲
す
。
仏
を
和
上
と
な
し
、
教
え
を
以
て

師
と
な
す
。
訓
ず
る
に
但
だ
自
誓
受
は
必
ず
好
相
を
用
う
。

（
集
成
、
三
三
七
頁
下
)

こ
こ
で
は
、
弥
勒
が
作
っ
た
三
聚
浄
戒
羯
磨
が
菩
薩
の
大
比
丘
戒
に
変
化
す
る
こ
と
を
望
み
、
ま
た
「
仏
を
和
上
と
為
し
、
教
え
を
師
と

為
す
」
と
の
記
述
は
、
こ
の
自
誓
受
に
お
け
る
戒
を
授
け
る
主
体
が
仏
、
お
そ
ら
く
は
釈
迦
如
来
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
見
て
き
た
点
か
ら
自
誓
受
戒
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
戒
を
授
か
る
た
め
に
ま
ず
は
懺
悔
を
行
い
、
次
に
好

相
の
有
無
を
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
受
戒
は
好
相
を
介
し
て
、
釈
尊
と
直
接
に
繫
が
る
と
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
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る
。
好
相
は
『
自
誓
受
戒
記
』
に
よ
れ
ば
「
仏
来
た
り
て
摩
頂
し
、
光
華
、
種
々
の
異
相
を
見
る
」（『
梵
網
経
』
巻
下
）
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
好
相
は
覚
醒
し
て
い
る
と
き
に
見
る
の
が
良
い
の
か
、
夢
中
に
見
る
の
が
良
い
の
か
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
『
自

誓
受
戒
記
』
は
「
法
進
注
に
云
わ
く
」
と
し
て
、「
□
□
□
見
相
に
二
種
有
り
。
一
に
は
夢
中
に
見
る
、
二
に
は
覚
悟
の
時
に
お
い
て
見
る
。

俱
に
罪
を
滅
す
る
こ
と
を
得
」（
集
成
、
三
三
七
頁
下
）
と
、
法
進
の
『
梵
網
経
疏
』
を
引
用
し
、
夢
中
時
も
覚
醒
時
も
と
も
に
滅
罪
の
効
能

が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

中
世
の
時
代
、
夢
が
冥
界
と
の
連
絡
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る(8)。
入
滅
し
た
釈
尊
と
、

現
世
に
お
い
て
会
う
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
夢
の
中
で
は
入
滅
し
た
釈
尊
と
の
交
流
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か

も
、
夢
中
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
立
ち
現
れ
る
好
相
は
滅
罪
を
証
明
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
釈
尊
が
和
尚
と
な
っ
て
戒

を
授
け
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
と
直
接
に
繫
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
『
菩
薩
戒
通

受
遣
疑
鈔
』
に
あ
る
「
設
い
随
行
有
れ
ど
も
而
し
て
受
体
無
け
れ
ば
、
是
れ
を
無
戒
と
名
づ
く
」（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六
八
一
﹈）
と
の
記
述

か
ら
も
彷
彿
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
戒
体
が
喪
失
し
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
具
足
戒
が
釈
尊
の
サ
ン
ガ
へ
の

入
門
儀
礼
で
あ
り
、
連
綿
と
し
て
授
戒
儀
式
を
経
る
こ
と
で
継
承
さ
れ
た
も
の
は
、
戒
を
守
る
た
め
の
原
動
力
で
あ
る
戒
体
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
無
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
た
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
の
前
半
期
の
状
況
で
は
、
授
戒
の
復
興
は
釈
尊
か
ら
直
接
に
戒
す
な
わ

ち
戒
体
を
授
か
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
中
世
の
自
誓
受
戒
の
意
義
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
自
誓
受
戒
は
釈
尊
か
ら
直
接
に
戒

を
授
か
る
こ
と
を
期
待
し
た
行
動
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
覚
盛
、
叡
尊
ら
は
、
釈
尊
か
ら
直
接
に
戒
を
授
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戒
を
受
持
す

る
た
め
の
原
動
力
と
な
る
戒
体
を
再
び
発
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
意
識
は
、
目
に
は
見
え
な
い
存
在
で
あ
る
尊
格
か
ら
戒
を
授
か
る
と
い
う
通
受
の
受
戒
方
軌
に
繫
が
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。
実
際
、
西
大
寺
に
伝
次
さ
れ
る
『
授
菩
薩
戒
作
法
』
に
登
場
す
る
師
は
、
現
前
の
師
（
一
人
の
戒
師
）
と
冥
の
諸
師
（
目
に
見
え
な
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い
冥
界
の
戒
師
で
五
人
）
で
あ
り
、
冥
の
諸
師
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
「
八
斎
戒
作
法
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。

釈
迦
牟
尼
仏
を
戒
和
尚
と
為
し
、
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
を
戒
師
と
為
し
、
弥
勒
菩
薩
摩
訶
薩
を
威
儀
師
と
為
し
、
十
方
の
諸
仏
を
戒

証
師
と
為
し
、
十
方
の
諸
仏
菩
薩
摩
訶
薩
を
戒
同
法
と
為
し
、
梵
釈
四
天
王
龍
八
部
諸
天
善
神
等
を
戒
護
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
い
奉
る
。

（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
五
六
五
﹈)

こ
こ
で
は
戒
和
尚
、
戒
師
、
威
儀
師
、
戒
証
師
、
戒
同
法
、
戒
護
と
の
名
称
が
登
場
す
る
が
、
釈
迦
牟
尼
仏
以
降
、
全
て
冥
の
存
在
で
あ

る
。
さ
ら
に
「
授
菩
薩
戒
近
士
戒
作
法
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

已
に
現
前
の
師
を
請
え
り
。
次
に
冥
の
五
師
を
請
う
べ
し
。（〔
中
略
〕
諸
仏
菩
薩
の
五
師
は
、
別
々
に
三
請
す
べ
し
）
次
に
師
、
告
げ
て
云

く
、
先
に
本
師
釈
尊
を
請
い
奉
り
て
戒
和
尚
と
為
す
べ
し
。（
中
略
）
次
に
曼
師
利
菩
薩
を
請
い
奉
り
て
戒
阿
闍
梨
と
為
す
べ
し
。（
中

略
）
次
に
弥
勒
菩
薩
を
請
い
奉
り
て
戒
教
授
師
と
為
す
べ
し
。（
中
略
）
次
に
、
十
方
の
諸
仏
を
請
い
奉
り
て
証
戒
尊
師
と
為
す
べ
し
。

（
中
略
）
次
に
一
切
の
菩
薩
を
請
い
奉
り
て
同
法
侶
と
為
す
べ
し
。（
中
略
）。
已
に
冥
の
五
師
を
請
い
奉
れ
り
。
大
慈
大
悲
に
依
り
て
影

向
せ
り
。
影
向
の
諸
仏
菩
薩
に
対
し
奉
り
て
、
重
ね
て
無
始
の
罪
障
を
懺
悔
す
。
浄
身
の
器
は
戒
の
所
拠
為
る
べ
し
。

（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
五
七
八
〜
五
八
一
﹈)

こ
の
他
の
「
受
菩
薩
近
住
戒
作
法
」「
受
菩
薩
勤
策
戒
作
法
」「
授
菩
薩
苾
蒭
戒
作
法
」
で
も
基
本
は
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
西
大
寺
に

伝
わ
る
通
受
作
法
の
中
に
は
、
冥
界
の
仏
菩
薩
が
「
冥
の
五
師
」
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
師
は
、
戒
和
尚
、
戒
阿
闍
梨
、

戒
教
授
師
、
証
戒
尊
師
、
同
法
侶
と
の
名
称
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
白
四
羯
磨
形
式
の
具
足
戒
授
受
の
際
の
三
師
七
証
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。「
冥
の
五
師
」
の
存
在
は
、
あ
き
ら
か
に
冥
界
と
の
連
結
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
自
誓
受
戒
と
相
い
通
じ
る
も
の
が
存
在
す
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る
。
通
受
は
、
冥
界
の
仏
菩
薩
を
戒
師
や
尊
証
師
と
し
て
登
場
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
受
戒
方
軌
と
し
て
一
般
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
自
誓
受

戒
の
名
残
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

六

覚
盛
の
通
受

最
後
に
覚
盛
の
通
受
の
一
般
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
通
受
も
、
具
体
的
な
形
式
す
な
わ
ち
三
聚
浄
戒
羯
磨
で
あ
る
と
い
う
点

で
は
自
誓
受
戒
と
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
三
聚
浄
戒
羯
磨
を
用
い
て
、
す
な
わ
ち
三
聚
浄
戒
を
受
戒
し
て
具
足
戒
が
授
か
る
と
主
張
し
た
と

こ
ろ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
覚
盛
の
『
菩
薩
戒
通
別
二
受
鈔
』
に
も
「
通
別
二
受
」
を
明
か
し
て
「
通
受
と
は
三
聚
羯
磨
を

以
っ
て
摂
律
儀
と
摂
善
、
饒
益
と
同
時
に
総
受
す
。
故
に
通
受
と
名
づ
く
」（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六
五
〇
﹈）
と
か
、
ま
た
『
菩
薩
戒
通
受
遣

疑
鈔
』
の
中
に
も
、
南
都
側
の
僧
侶
か
ら
の
批
判
と
し
て
「
三
聚
三
戒
を
受
け
て
而
し
て
比
丘
衆
と
称
し
、
五
篇
の
禁
戒
を
持
ち
、
以
っ
て

菩
薩
の
法
と
為
す
事
、
新
義
に
似
た
り
」（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六
七
九
﹈）
と
あ
る
こ
と
か
ら
疑
い
よ
う
が
な
い
。

十
三
世
紀
の
半
ば
以
降
、
こ
の
受
戒
に
関
す
る
方
軌
は
、
そ
の
説
相
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
存
在
し
た
こ
と
を
筆
者
は
す
で
に
論

じ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
蓑
輪
﹇
二
〇
〇
二
﹈）、
授
戒
方
軌
の
基
本
は
「
羯
磨
」
と
呼
ば
れ
る
最
重
要
部
分
と
実
際
に
受
持
す
べ
き
戒
条
、
な

か
で
も
重
要
部
分
を
授
け
る
「
説
相
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
と
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
形
式
を
類
型
化
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
が
あ

る
。覚

盛
の
主
張
し
た
通
受
は
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）、
述
作
の
『
菩
薩
戒
通
受
遣
疑
鈔
』
の
「
十
重
六
八
は
即
ち
是
れ
説
相
な
り
。
説
相

と
言
う
は
、
受
戒
の
時
、
所
授
の
戒
相
の
肝
心
を
略
し
て
説
き
て
、
先
に
受
者
を
し
て
大
綱
を
知
ら
し
む
る
な
り
」（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六

八
一
﹈）
と
あ
る
記
述
か
ら
、
正
し
く
三
聚
浄
戒
を
羯
磨
部
分
で
授
け
、
説
相
の
部
分
で
は
『
梵
網
経
』
の
十
重
四
十
八
軽
戒
を
用
い
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
覚
盛
の
作
成
し
た
授
戒
儀
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
点
で
は
比
叡
山
の
大
乗
戒
の
受
戒
方
軌
と
全
く

異
な
ら
な
い(9)。
し
か
し
先
に
述
べ
た
俊
芿
の
自
誓
受
戒
の
説
相
は
七
衆
戒
と
推
定
さ
れ
た
の
で
、
明
ら
か
に
泉
涌
寺
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
覚
盛
の
、
通
受
が
一
般
化
す
る
方
軌
な
の
か
そ
れ
と
も
自
誓
受
戒
と
同
じ
く
、
戒
師
の
居
な
い
時
の
緊
急
避
難
的
な
方
軌
な
の

か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
考
え
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
述
作
の
『
二
受
鈔
』
第
十
二
番
問
答
の
、
次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

問
う
。『
占
察
経
』
に
、「
好
師
無
く
白
四
等
を
作
す
に
絶
え
ざ
る
の
時
の
規
則
な
り
」
と
。
若
し
十
師
満
足
の
位
に
は
、
更
に
彼
の
作

法
に
依
る
べ
か
ら
ず
。
何
ぞ
證
拠
を
備
え
ん
哉
。

答
う
。
凡
そ
能
秉
の
僧
、
所
秉
の
法
、
円
満
の
時
、
通
別
の
二
受
、
幷あ
わ

せ
て
之
れ
を
用
い
、
菩
薩
苾
蒭
を
成
ず
。
而
る
に
彼
の
経
の
意

は
、
好
師
無
く
ん
ば
、
唯
だ
通
受
を
用
い
て
即
ち
比
丘
等
の
性
を
成
ず
﹇
言
わ
ん
と
す
﹈。
師
範
の
闕
く
る
の
時
に
限
る
に
あ
ら
ざ
る

也
。

（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六
五
七
〜
六
五
八
﹈)

覚
盛
は
、
明
ら
か
に
通
受
は
一
般
的
な
方
軌
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
運
用
に
際
し
て
は
若
干
、
定
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
形
跡
が
見
え
る
。『
二
受
鈔
』
の
時
点
で
は
少
々
、
曖
昧
な
記
述
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
二
受
鈔
』
第
二
十
一
番

問
答
で
あ
る
。

問
う
。
若
し
爾
ら
ば
、
別
受
軌
則
に
堪
え
ざ
る
の
時
、
通
受
羯
磨
を
以
っ
て
、
五
、
十
、
具
の
三
戒
、
応
に
随
い
て
三
重
の
受
法
を
作

す
べ
き
哉
。

答
う
。
爾
る
也
。『
占
察
経
』
に
云
わ
く
、「
年
歳
未
だ
満
ざ
る
の
時
、
総
じ
て
三
種
戒
を
受
く
れ
ば
、
沙
弥
等
を
成
ず
。
年
二
十
に
満

つ
る
の
時
、
又
た
総
じ
て
三
種
戒
を
受
く
れ
ば
、
然
し
て
後
に
比
丘
等
と
名
づ
く
る
こ
と
を
得
」﹇
と
云
云
。
取
意
な
り
﹈。」
若
し
通

別
二
受
の
作
法
、
具
さ
に
作
す
に
堪
う
る
の
時
、
別
受
の
軌
則
に
依
り
て
、
五
、
十
、
具
を
受
け
、
通
受
作
法
に
依
り
て
、
唯
だ
応
に

随
い
て
一
度
の
受
法
、
作
す
べ
き
歟
。

（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六
六
三
﹈)
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後
半
に
登
場
す
る
「
一
度
の
受
法
、
作
す
べ
き
歟
」
と
の
記
述
か
ら
、
別
受
す
な
わ
ち
白
四
羯
磨
形
式
の
受
戒
が
可
能
な
と
き
に
は
「
通

受
」
は
生
涯
に
た
だ
一
度
、
受
け
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
若
干
、
曖
昧
な
表
現
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
答
か
ら
、
覚
盛
は
通

受
を
自
誓
受
戒
と
同
じ
く
、
し
か
も
菩
薩
比
丘
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
た
が
、
複
数
回
、
受
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
通
受
を
、
具
足
戒
を
含
め
た
七
衆
戒
の
受
戒
方
軌
と
し
て
一
般
化
さ
せ
よ
う
と
の
意
識
は
低
か
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
そ
れ
で
も
少
な
く
と
も
一
度
は
受
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

覚
盛
の
通
受
の
意
図
は
、
戒
縁
の
無
い
場
合
、
自
誓
受
戒
の
た
め
に
三
聚
浄
戒
を
用
い
る
と
い
う
俊
芿
の
見
解
を
踏
ま
え
、
三
聚
浄
戒
の

受
戒
が
具
足
戒
を
獲
得
さ
せ
る
と
い
う
考
え
を
認
め
て
は
い
て
も
、
そ
の
受
戒
方
軌
の
存
在
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
ま
ず
は
重
要
で
、
そ
れ

を
一
般
化
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
は
、
控
え
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
俊
芿
と
近
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
現
実
に
は
、
通
受
は
一
般
化
さ
れ
、
七
衆
戒
の
受
戒
方
軌
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

十
二
世
紀
に
登
場
し
た
俊
芿
に
よ
る
自
誓
受
戒
と
、
覚
盛
、
叡
尊
ら
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
通
受
は
、
そ
の
受
戒
方
軌
か
ら
見
れ
ば
、
羯

磨
部
分
の
差
違
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
泉
涌
寺
の
受
戒
は
「
自
誓
」
と
呼
ば
れ
、
覚
盛
、
叡
尊
ら
に
よ
っ
て
一
般
化
さ

れ
た
南
都
の
受
戒
方
式
は
、「
通
受
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

俊
芿
と
比
較
し
た
場
合
、
俊
芿
は
、
自
誓
で
戒
が
発
得
さ
れ
る
場
合
、
戒
相
に
も
五
、
八
、
十
、
具
が
あ
る
と
し
た
が
、
覚
盛
は
、
戒
相

に
は
『
梵
網
経
』
の
十
重
四
十
八
軽
戒
の
唯
一
つ
を
用
い
た
。
こ
の
点
が
明
ら
か
に
異
な
っ
た
の
で
あ
る
。
覚
盛
は
、
師
が
揃
う
場
合
に
は
、

通
受
は
生
涯
に
一
度
、
受
戒
す
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
覚
盛
の
意
図
に
反
し
、
通
受
は
具
足
戒
の
新
た

な
受
戒
方
軌
と
し
て
一
般
化
し
て
い
く
。
叡
尊
に
な
る
と
、
完
全
に
通
受
は
一
般
化
し
、
五
、
八
、
十
、
具
足
戒
を
七
衆
戒
を
受
戒
す
る
方

軌
と
し
て
確
立
し
、
ま
さ
し
く
白
四
羯
磨
形
式
の
別
受
に
相
対
す
る
、
三
聚
浄
戒
羯
磨
に
よ
る
「
通
受
」
と
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
嘉
禎
二
年
の
自
誓
受
戒
に
参
加
し
た
叡
尊
や
覚
盛
の
言
及
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
自
誓
受
戒
や
通
受
に
は
釈
尊
と
直
結
す
る
と
い
う

意
識
が
濃
厚
に
見
て
取
れ
る
。
特
に
自
誓
受
戒
に
お
い
て
は
戒
体
を
発
得
す
る
に
際
し
、
冥
界
の
諸
尊
が
重
要
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
の
意
識
は
「
通
受
」
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
西
大
寺
に
残
る
受
戒
方
軌
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
通
受
で
は
現
前
の
師
と
冥
の
師
を
招
請
す
る
の
で
あ
る
が
、
西
大
寺
の
受
戒
方
軌
で
は
「
冥
の
五
師
」
が
招
請
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
「
自
誓
受
戒
」
と
の
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
に
釈
尊
か
ら
直
接
に
授
か
る
と
い
う
意
識
は
、
十
一
世
紀
に
東
大
寺
の
奝
然
（
九
三
八
〜
一
〇
一
六
）
が
三
国
伝
来
の
釈

迦
像
を
日
本
に
将
来
し
嵯
峨
野
の
清
凉
寺
に
安
置
し
た
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
発
想
の
背
景
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

釈
迦
如
来
像
は
｢生
身
の
釈
迦
」
で
あ
る
と
の
信
仰
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
生
き
て
い
る
釈
尊
」
と
い
う
信
仰
が
、

直
接
に
釈
尊
か
ら
授
か
る
と
い
う
発
想
に
繫
が
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

な
お
、
自
誓
受
戒
は
自
分
自
身
で
受
戒
す
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
、
私
に
（
す
な
わ
ち
勝
手
に
）
受
戒
す
る
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
改
め
て
注
意
を
促
し
、
こ
の
小
論
を
擱
筆
と
し
た
い
。
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を
中
心
に

」（『
戒
律
文
化
』
創
刊
号
、
戒
律
文
化
研
究
会
）。

蓑
輪
顕
量
﹇
二
〇
〇
九
﹈

｢北
京
律
と
南
都
律
の
相
違
と
宋
代
仏
教

自
誓
・
通
受
と
止
観
の
観
点
か
ら

」（『
戒
律
文
化
』
七
、
戒
律
文
化
研
究

会
）。

大
谷
由
香
﹇
二
〇
一
七
﹈

｢入
宋
僧
俊
芿
の
南
都
戒
律
復
興
運
動
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五

二
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
）。

覚盛と俊芿に見る通受と自誓受戒
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註(1
)
菩
薩
と
し
て
の
性
を
決
定
す
る
の
は
「
菩
薩
戒
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
菩
薩
戒
と
し
て
は
三
聚
浄
戒
や
梵
網
戒
な
ど
が
代
表
的
な

も
の
と
し
て
存
在
し
た
。

(2
)
恵
谷
隆
戒
﹇
一
九
七
二
﹈、
五
四
〜
五
六
頁
。

(3
)
『
沙
石
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
、
一
五
四
頁
。

(4
)
石
田
充
之
﹇
一
九
七
二
﹈、
四
一
二
頁
上
段
。

(5
)
興
福
寺
の
恩
覚
の
奏
状
に
も
主
張
さ
れ
る
。

(6
)
復
次
、
未
来
之
世
、
若
在
家
、
若
出
家
諸
衆
生
等
、
欲
求
受
清
浄
妙
戒
、
而
先
已
作
増
上
重
罪
、
不
得
受
者
、
亦
当
如
上
修
懺
悔
法
、
令
其
至
心
、
得

身
口
意
善
相
已
、
即
応
可
受
。
若
彼
衆
生
欲
習
摩
訶
衍
道
、
求
受
菩
薩
根
本
重
戒
、
及
願
総
受
在
家
、
出
家
一
切
禁
戒
、
所
謂
摂
律
儀
戒
、
摂
善
法
戒
、

摂
化
衆
生
戒
而
不
能
得
善
好
戒
師
、
広
解
菩
薩
法
蔵
。
先
修
行
者
、
応
当
至
心
於
道
場
、
恭
敬
供
養
、
仰
告
十
方
諸
仏
菩
薩
、
請
為
師
証
。
一
心
立
願
、

称
弁
戒
相
、
先
説
十
根
本
重
戒
、
次
当
総
挙
三
種
戒
聚
、
自
誓
而
受
、
此
亦
得
戒
。（
中
略
）
其
未
出
家
者
、
応
当
剃
髮
、
被
服
法
衣
、
如
上
立
願
、
自

誓
而
受
菩
薩
律
儀
三
種
戒
聚
、
則
名
具
獲
波
羅
提
木
叉
出
家
之
戒
、
名
為
比
丘
、
比
丘
尼
。

（
大
正
一
七
、
九
〇
四
下
二
〜
一
四
)

(7
)
蔡
印
幻
『
新
羅
仏
教
戒
律
思
想
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
。

(8
)
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ゴ
フ
著
・
池
上
俊
一
訳
『
中
世
の
夢
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
酒
井
紀
美
『
夢
の
日
本
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年

な
ど
。

(9
)
南
都
の
通
受
と
叡
山
の
大
乗
戒
が
異
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
問
答
が
『
遣
疑
抄
』
に
見
え
る
（
蓑
輪
﹇
一
九
九
九
、
六
九
七
﹈）。
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